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１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2022年３月期第１四半期 156,735 38.5 6,882 － 10,875 － 6,846 － 

2021年３月期第１四半期 113,129 △18.1 △8,744 － △8,239 － △7,860 － 

（注）包括利益 2022年３月期第１四半期 9,471 百万円 （250.7％） 2021年３月期第１四半期 2,700 百万円 （－％） 

１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

円 銭 円 銭 

2022年３月期第１四半期 39.58 － 

2021年３月期第１四半期 △45.44 － 

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

百万円 百万円 ％ 円 銭 

2022年３月期第１四半期 806,260 508,919 57.5 2,678.52 

2021年３月期 803,000 502,114 57.0 2,644.14 

（参考）自己資本 2022年３月期第１四半期 463,299 百万円 2021年３月期 457,352 百万円 

２．配当の状況 

年間配当金 
第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
2021年３月期 － 12.50 － 12.50 25.00 
2022年３月期 － 
2022年３月期（予
想） 

25.00 － 25.00 50.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日） 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 326,100 27.8 16,200 － 21,000 － 13,300 － 76.89 

通期 660,000 10.7 33,000 128.1 40,000 118.1 24,000 － 138.75 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期１Ｑ 173,138,537 株 2021年３月期 173,138,537 株 

②  期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 169,976 株 2021年３月期 169,825 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 172,968,606 株 2021年３月期１Ｑ 172,968,881 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する主旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因に

より大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等については、添付資料Ｐ．２「連結業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）財政状態及び経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、国内外の経済回復により製造業を中心に持ち直しの動きが

見られました。新型コロナウイルスに対するワクチン接種の進展により社会活動の正常化が見込まれる一方で、感

染再拡大により一部地域で緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が発出され、いまだ先行きは不透明な状態にあり

ます。

 

 自動車業界は、昨年は新型コロナウイルスの影響で国内外の需要が落ち込みましたが、現在は回復基調にありま

す。一方、足元では半導体部品や樹脂原材料等の供給懸念が顕在化し、特に半導体部品不足の影響により、国内外

において減産を余儀なくされる状況が続いております。 

 電子機器業界は、新型コロナウイルスの影響で低迷していたスマートフォン向けの需要が増加しました。また、

ハードディスク向けの需要も堅調に推移しました。

 

 このような環境の中、当社のセグメント別の経営成績は以下のとおりです。 

 なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較につい

ては、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較分析しております。

 

 シール事業におきましては、自動車向けについては半導体等の部品不足による減産の影響が一部にあるものの、

需要の回復幅が大きく、販売は増加しました。一般産業機械向けにつきましても、コロナ影響から脱却した海外諸

国の経済の回復が寄与して建設機械、工作機械、ロボット等の需要が増加したことにより、販売は増加しました。 

 その結果、売上高は840億３千２百万円（前年同期比61.0％の増収）となりました。営業利益は、人件費・経費

の増加があったものの、増収の効果により、99億１千３百万円（前年同期は35億６千９百万円の営業損失）となり

ました。 

 

 電子部品事業におきましては、半導体等の部品の供給不足の影響はあるものの、需要の回復により、自動車向

け、スマートフォン向けの販売が増加しました。 

 その結果、売上高は663億４千７百万円（前年同期比19.2％の増収）となりました。営業損失は、増収に加え、

償却費の減少効果により、33億６千９百万円（前年同期は49億６千万円の営業損失）となりました。 

 

 ロール事業等のその他事業におきましては、ロール事業は、新型コロナウイルスの影響により落ち込んでいた複

合機および補修用部品の需要が回復傾向にあり、販売が増加しました。特殊潤滑剤事業につきましても、自動車の

生産回復により、販売は増加しました。 

 その結果、売上高は63億５千４百万円（前年同期比20.3％の増収）となりました。営業利益は、３億３千３百万

円（前年同期は２億３千１百万円の営業損失）となりました。 

 

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は1,567億３千５百万円（前年同期

比38.5％の増収）、営業利益は68億８千２百万円（前年同期は87億４千４百万円の営業損失）、経常利益は108億

７千５百万円（前年同期は82億３千９百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は68億４千６百万

円（前年同期は78億６千万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。 

 

 当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、8,062億６千万円となり、前連結会計年度末対比で32億６千万円の

増加となりました。これは主に、棚卸資産の増加と保有株式の時価上昇により投資有価証券が増加したことによる

ものです。

 負債合計は2,973億４千１百万円となり、前連結会計年度末対比で35億４千４百万円の減少となりました。これ

は主に、買掛金が増加したものの、短期借入金と賞与引当金が減少したことによるものです。

 純資産は、前連結会計年度末対比で68億５百万円増の5,089億１千９百万円となり、自己資本比率は57.5％とな

りました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上やその他有価証券評価差額金が増加したことに

よるものです。

 

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 2021年７月20日に公表いたしました業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2021年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 120,421 120,940 

受取手形及び売掛金 134,489 133,540 

電子記録債権 17,183 18,286 

棚卸資産 83,680 85,487 

その他 12,733 12,607 

貸倒引当金 △145 △148 

流動資産合計 368,362 370,713 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 88,821 87,586 

機械装置及び運搬具（純額） 101,460 101,038 

その他（純額） 49,019 48,779 

有形固定資産合計 239,301 237,404 

無形固定資産 4,044 3,858 

投資その他の資産    

投資有価証券 163,199 164,766 

その他 28,268 29,685 

貸倒引当金 △176 △167 

投資その他の資産合計 191,291 194,284 

固定資産合計 434,637 435,547 

資産合計 803,000 806,260 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2021年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 48,968 50,910 

短期借入金 76,914 74,772 

未払法人税等 3,816 3,112 

賞与引当金 10,531 8,465 

その他 56,900 56,909 

流動負債合計 197,131 194,170 

固定負債    

長期借入金 13,161 12,132 

繰延税金負債 7,549 8,201 

退職給付に係る負債 77,980 77,846 

その他 5,063 4,991 

固定負債合計 103,755 103,171 

負債合計 300,886 297,341 

純資産の部    

株主資本    

資本金 23,335 23,335 

資本剰余金 23,288 23,305 

利益剰余金 346,531 351,215 

自己株式 △230 △230 

株主資本合計 392,925 397,626 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 61,908 62,633 

為替換算調整勘定 14,818 14,692 

退職給付に係る調整累計額 △12,298 △11,652 

その他の包括利益累計額合計 64,427 65,673 

非支配株主持分 44,761 45,620 

純資産合計 502,114 508,919 

負債純資産合計 803,000 806,260 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

売上高 113,129 156,735 

売上原価 102,842 128,960 

売上総利益 10,287 27,774 

販売費及び一般管理費 19,031 20,892 

営業利益又は営業損失（△） △8,744 6,882 

営業外収益    

受取配当金 1,019 1,159 

為替差益 - 804 

持分法による投資利益 247 1,856 

その他 631 774 

営業外収益合計 1,898 4,596 

営業外費用    

支払利息 598 452 

為替差損 669 － 

その他 125 150 

営業外費用合計 1,393 602 

経常利益又は経常損失（△） △8,239 10,875 

特別利益    

固定資産売却益 24 70 

その他 - 0 

特別利益合計 24 70 

特別損失    

固定資産除却損 146 124 

その他 13 0 

特別損失合計 160 124 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△8,375 10,822 

法人税等 △666 2,758 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △7,709 8,063 

非支配株主に帰属する四半期純利益 151 1,217 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△7,860 6,846 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △7,709 8,063 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 7,254 733 

為替換算調整勘定 1,994 △140 

退職給付に係る調整額 820 619 

持分法適用会社に対する持分相当額 339 196 

その他の包括利益合計 10,409 1,408 

四半期包括利益 2,700 9,471 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,230 8,091 

非支配株主に係る四半期包括利益 470 1,379 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響は

ありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、一部の連結子会社は、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。 

 

- 7 -

NOK(株)（7240） 2022年３月期 第１四半期決算短信



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位 ： 百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注２）   シール事業 

電子部品 
事業 

その他事業 

売上高            

外部顧客への売上高 52,196 55,650 5,282 113,129 － 113,129 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
379 4 96 480 (480) － 

計 52,576 55,654 5,378 113,609 (480) 113,129 

セグメント利益又は損失（△） △3,569 △4,960 △231 △8,761 17 △8,744 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額 17百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位 ： 百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注２）   シール事業 

電子部品 
事業 

その他事業 

売上高            

外部顧客への売上高 84,032 66,347 6,354 156,735 － 156,735 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
575 6 123 706 (706) － 

計 84,608 66,353 6,478 157,441 (706) 156,735 

セグメント利益又は損失（△） 9,913 △3,369 333 6,877 4 6,882 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額 ４百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

当第１四半期連結会計期間より、社内の管理区分の変更に伴い、「ロール事業」を「その他事業」に分

類したことにより、報告セグメントを従来の「シール事業」、「電子部品事業」、「ロール事業」及び

「その他事業」の４区分から、「シール事業」、「電子部品事業」及び「その他事業」の３区分に変更し

ております。 

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第１四半期連結累計期間の報告セグメントの

区分に基づき作成したものを開示しております。 
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